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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バラスト水を処理する装置（10）であって、
　ハウジング（20）であって、該ハウジング（20）の上面に軸方向に配置されるバラスト
水入口（30）と、該ハウジング（20）の下面に配置されるバラスト水出口（40）とを備え
る、ハウジング（20）と、
　小片を該装置（10）から排出する、前記ハウジングの前記下面に配置される小片出口（
60）と、小片が減らされたバラスト水を導く出口（70）とを備える、前記バラスト水入口
（30）に連結する液体サイクロン（50）と、
　前記液体サイクロン（50）を取り囲むフィルター（80）であって、該フィルター（80）
は、液体サイクロン（50）とフィルター（80）との間に構成される中間空間と、フィルタ
ー（80）とハウジング（20）との間に構成される外側空間とに該装置（10）を区分し、前
記中間空間は、前記液体サイクロン（50）の前記小片が減らされたバラスト水を導く出口
（70）と連通している、フィルター（80）と、
　前記外側空間及び／又は前記フィルター（80）に作用する超音波を発生させる手段（90
）と、
　前記外側空間及び／又は前記フィルター（80）に作用するUV光を発生させる手段（100
）と、
　該装置（10）の前記外側空間に気体を導入する手段と、
を備える、装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の装置（10）であって、前記バラスト水入口（30）と、前記液体サイク
ロン（50）と、該液体サイクロン（50）を取り囲む前記フィルター（80）と、前記外側空
間及び／又は前記フィルター（80）に作用する超音波を発生させる前記手段（90）と、前
記外側空間及び／又は前記フィルター（80）に作用するUV光を発生させる前記手段（100
）とは、同心に配置されていることを特徴とする、請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の装置（10）であって、前記中間空間と連通する、フィルター残
渣を該装置（10）から排出するフィルター残渣出口（110）を特徴とする、請求項１又は
２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バラスト水を処理する方法及びバラスト水を処理する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　既知のように、バラスト水は、特に、空荷の間も航行できることを保証することができ
るように、（コンテナ）船の釣合いを保つのに用いられる。船舶を安定させるのにバラス
ト水を使用することは、水中に存在する生物が取り込まれ、船舶によって運び去られ、目
的地（又は航行中）において再び解放されるという点で問題がある。
【０００３】
　この問題には、バラスト水を浄化する種々の機械的方法、物理的方法、及び化学的方法
によって、バラスト水中に存在する生物を死滅させることが考慮されている。
【０００４】
　化学的方法は確かに、特に効果的に見えるが、化学的方法は、バラスト水タンクを空に
する際にまた更なる（生態学的）問題を生じる。
【０００５】
　それに対して、機械的方法及び物理的方法の実施は、場所及び作業のコストがかかる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明の課題は、特に効率的であり、装置として船舶上に場所を取らずに
設置することができる、バラスト水を浄化する方法を達成することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、請求項1の特徴を有する方法及び請求項6の特徴を有する装置によって解決
される。それぞれ並列の請求項に従属する請求項は、本発明の有利な形態を示している。
【０００８】
　本発明の基本構想は、機械的方法及び物理的方法を互いに有利に組み合わせることであ
る。本発明によると、第1のステップにおいて、バラスト水を液体サイクロンに送り込み
、この液体サイクロンによって、まずバラスト水から小片を除去することが意図される。
その後、この小片又は小片を含有するバラスト水をタンク内に一時保管して、適切に（陸
上で）処理するか、又は小片に合った特別な処理を行う。
【０００９】
　小片が減らされた（Partikel-entreicherte）バラスト水は、第2のステップにおいて、
好ましくは30 μm～40 μmの目開きのフィルターによって濾過し、第3のステップにおい
て、気体をバラスト水に通して流し、同時に、超音波を印加するとともにUV光線を照射す
る。
【００１０】
　ここでは、超音波処理及びUV照射されたバラスト水に気体を通して流すことにより、特
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に良好に浄化されたバラスト水になることが示されている。さらに、気体を極微細に分散
した（feinstverteilte）気泡として、特に好ましくは並流で、濾過されたバラスト水に
通して流す場合が特に有利である。しかし、気体を液体流に対して横断方向に又は向流で
流入させることも想定可能である。気体は、希ガス又は希ガスを含む混合ガスである場合
が更に有利である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、1つのみの図1の断面図に示されている特に好ましく構成された実施例に基づ
いて、より詳細に説明される。
【００１２】
　本発明に係る装置10はハウジング20を有する。ハウジング20は回転対称に構築されるこ
とが好ましく、少なくともハウジング20内に収容されている部材は互いに同心に配置され
ている。そのため、ハウジング20は円形に構成されることが好ましい。
【００１３】
　装置10のハウジング20の上面には軸方向にバラスト水入口30があり、バラスト水入口30
は、ハウジング20内の中央に配置されている液体サイクロン50に連結されている。液体サ
イクロン50は、上述の方法に従った第１の洗浄段階をなす。液体サイクロン50の領域外に
蓄積する小片は、小片出口60を介して装置から排出され、専門的に処理又は浄化すること
ができる。それに対して、液体サイクロン50によって小片が減らされたバラスト水は、出
口70を通して次の浄化段階に送られる。
【００１４】
　液体サイクロン50を取り囲むフィルター80は第２の浄化段階をなす。ここでは、フィル
ター80は透過性バリアをなす。フィルター80は、液体サイクロン50とフィルター80との間
に構成される中間空間と、フィルター80とハウジング20との間に構成される外側空間とに
装置を区分する。したがって、小片が減らされたバラスト水は、液体サイクロン50から出
てフィルター80を通過させられる。極小の小片（Kleinstpartikel）は、好ましくは30 μ
m～40 μmの孔径のフィルター80によって留められる。その場合、フィルター残渣（-schl
amm：sludge：泥）は、液体サイクロン及びフィルターの下方に配置されるフィルター残
渣サンプにおいて捕捉され、フィルター残渣出口110を介して装置10から排出されて、そ
こで専門的に浄化又は処理することができる。
【００１５】
　フィルター80を通過したバラスト水は、最終的に第３の浄化段階において、フィルター
80とハウジング20との間に構成される外側空間内で同時に、超音波を印加され、UV光線を
照射され、気体をバラスト水に通して流される。このために、外側空間には、対応する超
音波を放出する手段90及びUV光線を放出する手段100がある。
【００１６】
　この小型構成の利点は、装置の所要設置面積が少なく、同時に、バラスト水の浄化の効
率が向上されていることである。さらに、超音波を放出する手段と、UV光線を放出する手
段と、装置10の外側空間に気体を導入する手段とが、フィルター80にも作用するように構
成されることが好ましい。したがって、フィルター80にも超音波及びUV光線が印加され、
そのため、外側空間に存在する濾過されたバラスト水だけでなく、フィルター80も処理さ
れる。その結果、フィルター80上の小片は耐久的に付着することができず、フィルター80
は永続的な洗浄を受ける。濾過された小片の除去は、フィルター残渣出口110を介して簡
単に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】断面図で示されている特に好ましく構成された実施例
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